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そもそも、飲酒量については国によって異なり、単純比較できないも
ので、飲み方やその影響についても個人差が大きいということもある
のかもしれません。

因みに、最も新しいメタアナリシスでは15件の横断研究を統合、解析
した結果、毎日の飲酒は精液検査結果にネガティブな相関を示す
が、たまに飲酒することは関連しないと報告しています（２）。

また、男性のアルコール摂取とART治療成績との関係を調べた研究
報告（３）もなされています。

それによると、アルコール摂取量が多いカップルほど着床率や妊娠
率、出産率が有意に高く、男性のアルコール摂取量が最も多かったグ
ループ（≧22g/day）のカップルと最も少なかったグループ（＜3g/day）
のカップルの出産率は、それぞれ、61%、28%だったというのです。

これまでの研究では、毎日飲むこと、大量に飲むことは、精子に悪い
ことは言うまでもありませんが、時々、適量のお酒を飲むことは精子に
とっても、そして、治療成績にとってもよい影響を及ぼすというものでし
た。

◎アルコールのメリットとデメリット
今回の論文の筆者は、アルコールには健康にとって、メリットとデメリッ
トがあると言います。

メリットはお酒に含まれるポリフェノールなどの健康成分を摂取する
ことです。たとえは、ワインにはレスベラトロールは豊富で、ホップには
キサントフモールが豊富です。

反対にデメリットはホルモンのバランスに影響し、男性ホルモンを低
下させることです。

要するに、デメリットが出ない程度の量で健康な成分を摂取できれ
ばよいのではということになります。

◎自分自身の適量を知ること
アルコールについては、アルコールを代謝する働きについて個人差が
あるため、量だけで一概なことは言えません。

カフェインについても同じことが言えます。そのため、自分自身の適量
を知り、それを守ることが大切です。少なくとも、妊活に際して男性は
タバコだけでなく、お酒も絶対にやめなければいけないということも
ないようです。
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パートナーが不妊治療を受けている男性にとって、適度な量のアルコール摂取は精液検査結果によい影響を及ぼすかもしれない
ことがイタリアで実施された研究（１）で明らかになりました。今回の研究結果から言えるのは、「適量の飲酒はよい影響を及ぼすか
もしれない」というものでした。

◎どんな研究だったのか
ミラノの不妊治療クリニックで、パートナーがART治療を受けるために
精液検査を受けた男性323名を対象にアルコール摂取量と精液検
査結果の関係を調べています。過去1年間、週あたりのアルコールの
摂取頻度と1回あたりの摂取量につい質問票で回答してもらい、週
あたりの摂取アルコール単位を算出しました。アルコールの1単位の
基準は国によって異なります。イタリアではアルコール1単位はエチルア
ルコール12.5gにあたるもので、ワインでは125mL、ビールで330mL、
蒸留酒で30mLです。因みに日本では1単位はエチルアルコール20g
で、ビールで500mL、ワインで180mLとイタリアよりも多くなります。

◎どんな結果だったのか
週あたりの飲酒量で4つのグループに分けたところ結果、それぞれの
カテゴリーの人数（割合）と中央値は以下の通りでした。

１）飲まないグループ　　　
全くお酒を飲まない：31名（9.6%）、0
２）少し飲むグループ　　　
週に1から3単位飲む：97名（30%）、2.63
３）中くらい飲むグループ　
週に4から7単位飲む：98名（30.3%）、9.58
４）多く飲むグループ　　　
週に8単位以上飲む：97名（30%）、21.21

飲酒量と精液検査結果で統計学的に有意な関連がみられたのは、
精液量、精子濃度、総精子量でした。

精液量は、中くらい飲むグループがもっとも多く（中央値3mL）、次に
多く飲むグループ（同2.6mL）、少し飲むグループ（同2.4mL）、そして、
全く飲まないグループがもっとも少ない（同1.8mL）という結果でし
た。一方、精子濃度では、全く飲まないグループがもっとも多く（同
4200万/mL）、次に多く飲むグループ（同3900万/mL）、週に中くらい
飲むグループ（同3100万/mL）、そして、少し飲むグループがもっとも低
い（同2450万/mL）という結果で、飲酒量と精子濃度はU字型の傾
向を示しました。

ところが、総精子量は週に中くらい飲むグループがもっとも多く（同
8790万）、次に全く飲まないグループ（同8540万）、多く飲むグループ
（同8400万）、そして、週に少し飲むグループがもっとも少ない（5150
万）という結果でした。要するに、全くお酒を飲まないのはよいわけで
はなく、むしろ、適度な飲酒はよい影響を及ぼしいる可能性があると
いうものでした。

◎これまでの研究では
男性のアルコール摂取量と精液検査結果の関係については多くの
研究報告がなされていますが、それらの結果は、相反するもので、男
性のアルコールは精液検査結果にマイナスの影響を及ぼすというも
のもあれば、及ぼさないというものもあります。
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